
社会福祉法人 恵康会 

令和４年度 事業計画 報告 

 

１.基本理念 

 『一人一人の暮らしを思いやりの心で』 

 

２.運営方針 

 

 １）個性を大事に自分らしく暮らしていけるように支えます 

 

２）近隣地域とのつながりを密接に保つとともに、地域に開かれた施設を

目指します 

 

３）口腔機能の維持・向上を図り、出来る限り健康に暮らせるようにサポ

ートします 

 

≪事業計画≫ 

 

１.方針 

令和２年度の新型コロナウイルス発症からいまだ収束の予想がつかないまま、令

和４年度を迎えることとなる。そこで事業計画は、感染予防に重点を置くこととす

る。北九州市においても、病院・介護施設・学校等での大規模クラスターが発生し

ていることから、特にその対策を行うことが重要であると考えられる。 

また、面会もリモートとなっている為、ご利用者がストレス過多にならないよう、

感染対策を十分にしながら、レクリエーションやリハビリ、軽い運動に力を入れて

いきたいと考えている。 

また、今年度は、引き続き施設内の消毒や職員の感染防止対策研修の実施。感染

予防を最優先事項として、感染防止に努め、施設の運営の在り方についても十分検

討する必要があると考える。 

最近はショートステイのご利用の仕方についても新型コロナ関連等で、緊急のご

利用の対応や、ご利用日の当日キャンセル等もあり、柔軟な対応が求められている。

今後は居宅介護支援事業所との連携をさらに密にし、できるだけ稼働率が維持でき

るような体制を整える必要があると考える。 



２.重点目標 

 

（１）個別ケアの実施 

  全室個室でのユニットケアを実施するにあたり、ご利用者のプライバシーに配慮

したハード面を生かしつつ、顔なじみの関係ができる固定の職員配置をし、安心感

のある施設での生活を提供し、従前に自宅で暮らしていたような生活リズムを継続

させていくことができるよう看護・介護力ともに質や技術の向上に努める。 

 

（２）医療との連携 

  日々の生活支援や健康管理を行う介護職員・看護職員と嘱託医との連携を密にす

ることにより、ご利用者の疾病の早期発見、またはその予防を行うとともに、協力

病院との連携を図ることで、入院が必要な重大疾患の対応を迅速に行うなど、ご利

用者が穏やかで安定した生活ができるよう、ご家族にとっても安心していただける

サービスの提供をする。 

 

（３）感染症の予防対策 

高齢者施設に発生しやすい感染症の予防や拡大を防ぐため、ご利用者の免疫力を

低下させないことが大切である。そのためには、『感染症予防対策委員会』を継続し

て開催し、勉強会を通して、職員が日常的に標準予防策に基づく知識を学び、身に

付け、行動ができるように努める。また、感染発症の兆候を見逃さず適切な予防策

を講じ、施設内での感染症の発生が拡大しないように最善の対策と努力を行うこと

とする。 

 

（４）食事の充実 

  食事は健康に暮らせることの基本であり、日々の暮らしの中での楽しみの一つであ

る。ご利用者はアレルギーや嗜好の違い、その日の体調などで、食事が進まないこと

もあるが、ご希望があれば、できる限り柔軟に対応できるようにする。また、食形態

は、ご利用者の状態に合わせて常に見直しをするとともに、咀嚼や嚥下が困難なご利

用者の対応も常に心掛けておくようにする。しかし、嚥下テストの結果が芳しくない

ご利用者も、好物を食べる時は、とてもスムーズに咀嚼・嚥下を行うことができるの

で、できるだけご要望に応えられるように細かく情報収集をするよう心掛ける。 



《 事業目標 》 

 

１.施設サービスの質的向上を目指して 

 

（１）看護・介護サービスの向上 

施設サービスの基本となる施設サービス計画書（ケアプラン）に基づいたケアの実

施や、ご利用者にとって『必要な介護が適切に受けられる』施設であること、≪この

施設に来てよかった・また利用したい≫と思われる、そして選ばれる施設となるよう、

介護支援専門員を中心に関係職種の連携に基づいたケアプラン作りを目指す。また、

サービスの質の向上に向けて、より一層介護技術の研鑽に努める。 

 

 

（２）季節感あふれる食事提供の取り組み 

  ご利用者にとって健康であることの一つとして食生活があげられる。このことか

ら給食委員会を開催し、ご利用者からのアンケートや検食のコメント等を参考に関

係職種で意見交換を行い、また、栄養マネジメントにおける栄養計画の見直し等によ

り、ご利用者の個々の栄養状態の把握に努め、きめ細やかな食事の提供を行う。合わ

せて、正月・ひな祭り・クリスマスなど、季節感のあふれる旬の食材を意識した行事

食を提供する。また、ご利用者や職員との交流を深める機会として食事作りや雰囲気

作りに努め、喜んでいただけるような食事レクを定期的に企画し、実施する。 

 

 

（３）身体拘束の原則廃止の取り組み 

  当施設においては、開設以来『身体拘束を行わない』としており、それを継続する

為に『身体拘束廃止委員会』を開催し、対象者がいれば、身体拘束の必要性の有無、

また、現状の把握を行うため関係職種による必要時の委員会を開催し、身体拘束ゼロ

を目標として取り組みをしていくこととする。また、身体拘束は原則行わないことを

基本的なスタンスとし、身体拘束に関する問題意識を高めるとともに、やむを得ず身

体拘束を行う場合においてはその現状を細かく情報収集・共有し、廃止に向けた取り

組みを行う。 

当施設は、『福岡県身体拘束ゼロ宣言事業所』として、福岡県に登録している。 

 



（４）新規利用者の受け入れ 

当施設に利用を希望される方については、その方の心身の状況や生活環境などの情

報提供をもとに、当施設の待機状況やその他、多方面から分析し、社会福祉法人とし

て特別養護老人ホーム運営の社会的役割を果たすべく入所判定委員会を開催し緊急

を要する方を優先的に入所受け入れできるよう検討を行う。 

 

 

（５）短期利用者の受け入れ 

短期入所生活介護事業所は１０名分の居室を要しており、短期利用希望者のご家族

の身体的及び精神的な負担等の軽減を図る事などを目的として受け入れを行う。また、

緊急時の受け入れについても、迅速に対応できるよう体制を整えておくこととする。 

 

 

（６）施設の行事計画 

単調になりがちな施設生活に対し、有意義な生活を過ごす事で、心豊かで安心して

いただけるような配慮を行っていくことは必要不可欠と考える。このため日常生活に

おけるご利用者と職員等の係わりのほか、ご家族の皆様にも参加していただける行事

（誕生会・敬老会・家族会等）、あるいは法人全体で行う祭りや餅つき等の行事の企

画をし、地域やご家族に参加していただけるよう案内を行う。 

 

 

２.施設の安全管理の推進 

 

（１）介護事故の防止と対応 

  ご利用者が施設の生活の中で起こる介護事故の防止は、何よりもご利用者の安全

や安心を保証する施設サービスの基本と考える。これは大きな事故の発生を未然に

防ぐため、『ヒヤリハット』に対しての意識を常に心がけ、報告書や会議等で情報を

共有し、事例検討や勉強会等を行い、職員に周知徹底をし、介護事故の防止に努める

ものとする。 

 

 

 

 



（２）施設内の感染対策 

全国的に流行するインフルエンザや感染性胃腸炎の集団発生等の感染予防として、

面会者やご利用者の体調に応じて面会を制限する。あるいは、生鮮食品の持ち込みの

禁止や、入館時には手洗い手指消毒・マスク着用のご協力をお願いする。（文書での

通知や事務所受付で説明する） 

 

 

（３）施設の災害対策 

１.当施設の消防計画に基づく避難訓練及び消火訓練は次のとおり実施する。 

・年２回実施する。なおこのうち１回は夜間を想定した訓練とする。 

・消防職員の協力・指導を得て訓練を実施する。 

・訓練内容の見直しを必要に応じて行い、災害時に対応できる内容を目指す。 

２.市内ハザードマップの確認や避難場所の確認をしておく。 

３.火災や風水害等の災害防止対策として自主点検を実施する。 

 

 

３.職員研修の充実 

 

（１）ご利用者に対する施設サービスの質の向上と健全な施設運営を行うため、また法

人全体での取り組みとして年度当初に研修テーマを設定し、そのテーマに沿った内

容を職員が講師となり実施する。また、テーマによっては外部講師を招き、専門的な

技術の習得や知識の向上が図れるよう研修が充実した内容となるよう努める。 

 

 

（２）関係機関及び団体等が主催する研修会への参加 

関係機関等が主催する研修会は知識や技術の習得ばかりでなく、同じ職務に従事す

る方が参加する場合が多く、このことは共通する悩みごとの解決やより進んだ対応方

法を実践しているなど、情報を交換するなど、有益な情報等を職場へ持ち帰って職務

に役立てる事ができるといった利点がある。このようなことから、有意義と認められ

る研修会は職員が積極的に受講できるよう、勤務調整等便宜を図り、体制を整えてい

く。 

 



４.職員の健康管理と職場環境の改善 

 

ご利用者に良好な介護を提供するためには、まずご利用者と日々接する職員が健康

である必要がある。このためには、快適な職場環境の維持とともに職員の健康管理が

極めて重要であると考えるので、次のような取り組みを行う。 

 

１.健康診断については、常時勤務している労働者を対象に年間１回の健康診断を行

うとともに、深夜勤務を行う職員については６ヶ月毎と短縮して行う。 

 

２.腰痛検査については、介護・看護に携わる職員を対象に６か月以内に１回実施す

る。 

 

３.ストレスチェック検査を行う。 

 

 

５.安定的な経営基盤の確保 

 

１.利用率（ショートステイを含む）を確保するために、ご利用者の入退所を円滑に

行う。 

 

２.節電に努め、不要個所の消灯を徹底するなど、職員一人一人が無駄をできるだけ

省くなどの意識をもって職務に当たることができるようにする。 

 

３.基幹設備の耐用年数に留意し、施設機能維持のための計画的な機器の改修・更新

や建物の維持管理に努める。また、備品を大切に取り扱う習慣を職員が心掛けるよう

にする。 

 



令和 4 年度事業報告 

 

令和 4 年度も、前年度と同様、新型コロナウイルスとの闘いに明け暮れた 1 年間と

なりました。前年度はひかりの道において感染者が出たのですが、今年度はひかりの

丘において感染者が出ることとなりました。ウイルスは変異を繰り返すことにより重

度化リスクは軽減されつつも、感染力は強まる傾向にあります。普段は感染対策に気

を配っていても、何かの時についうっかりと・・・。それが感染につながるというこ

とを痛感させられた 1 年でした。幸いにして今年度は重症化する人はいませんでした

が、職員に感染者が出たことにより、厳しいユニット運営を強いられましたが、何と

か乗り切ることが出来ました。 

この 1 年間の反省として、コロナ禍ということで、施設内外での研修を、ほとんど

行うことが出来ませんでした。そして、行事については、外出や密になると思われる

ものは実施することが出来なかったため、施設内で食事作り・おやつ作りなどを例年

よりも数多く企画実施し、ご利用者にとても喜んでいただけたと思います。また、面

会につきましては、感染の状況を鑑みながら実施してきましたが、なかなかご家族の

期待に副えるところ迄は出来ませんでした。 

今年度も終わりに近づいて、新型コロナを『感染症第 2 類相当』から『第 5 類』へ

移行させる動きが出てくるとともに、感染者数も減ってきたことにより、当施設にお

いても、様々な施設内研修や委員会、諸会議等を対面で行うようになり、その点はよ

かったと思います。ただ、人手不足はあらゆる職種において生じていて、多職種協働

で日々の業務に当たっていますが、介護職員は、派遣社員に頼らざるを得ないのが現

状であり、介護技術・知識の習得等の指導や教育に相当な時間を費やすこととなって

いますので、介護職員の精神的な負担も増大しているようです。働きやすい職場環境

作りを整備するためには、風通しの良い風土を作ることが大切であり、今後も積極的

に取り組んでいくべきことであると痛感しています。そして何よりも、特に大きな事

故もなく、医療機関やケアプランセンターなど外部の機関ともうまく連携することが

出来ていて、その点に関しては、これからも当施設の大切な財産として良い状態を続

けられたらと思います。 

又、昨今の急激な物価の上昇、それに伴う最低賃金のみならず、全体的な賃金の底

上げを考えると、経営環境は厳しくなっています。出来るだけ不要な出費を抑えるよ

うにしているところですが、あらゆることにアンテナを張り、危機管理意識を持ち、

また、地域の公共施設や人々とのかかわりが出来るよう、社会福祉法人として地域に

貢献できることを模索しながら、次年度の法人運営を行ってまいります。 

 



（１）事業所の種類

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

（２）事業所の目的

　ご利用者が住み慣れた地域での生活を継続することができるよう、ご家族・友人・地域住民

との交流や地域活動への参加を図りつつ、ご利用者の心身の状況、希望、置かれている環境を

踏まえ、ご利用者の尊厳を守るとともに、適切なサービスを提供することを目的とします。

（３）運営方針

　基本理念『一人一人の暮らしを思いやりの心で』

　運営方針≪個性を大事に、自分らしく暮らしていけるように支えます。≫

　≪近隣地域とのつながりを密接に保つとともに、地域に開かれた施設を目指します。≫

　≪口腔機能の維持、向上を図り、出来る限り健康に暮らせるようにサポートします。≫

　を基にご利用者の尊厳ある生活を支えていきます。

（４）事業運営計画

・ご利用者の重度化に伴い、一人一人の状態を把握し、専門職や嘱託医と連携を図り異常の早

　期発見に努めます。

・ご利用者、職員ともに安心して日々を送れるように感染対策に努めます。

・職員の定着を図り、スキルアップを目指します。

（５）利用定員

入居定員：３ユニット２９名

　ふれあい　　９名

　まごころ　１０名

　やすらぎ　１０名

（６）サービスの内容

入浴・排泄・食事等の介護、機能訓練、相談及び援助、健康管理、ご家族・地域との交流、そ

の他必要であると思われるサービスの提供をします。

令和４年度　社会福祉法人　恵康会

特別養護老人ホームひかりの丘　事業報告



課題項目 達成のための方策とその報告

①ご利用者の重度化に伴 （１）日々の状態を把握し、少しの変化でも気付けるように

　い、心身状態を把握し、　　　観察を行う。

　適切なケアを行う。 （２）専門職や嘱託医、ご家族と情報を共有し連携を図る。

（報告）

　日々の生活の中でご利用者一人一人をしっかり観察する力がついて

きたと思います。観察力がつくことで少しの変化に気付くようになっ

てきました。変化に気付くことにより、専門職や嘱託医と連携を図る

ことで嘱託医とも適切な情報共有ができ、ご利用者にあったケアがで

きるようになったと思います。

②感染対策を徹底すると （１）感染に対する勉強会を行う。

　ともに、感染に対する （２）感染予防に対する知識を身につけ、適切なケアを行う。

　知識を身につける。 （３）うがい、手洗い、消毒、マスク着用の徹底。

（報告）

　コロナ禍の為、職員を集めて勉強会を開くことはできませんでした。

その為、書面研修を行いました。書面でわからないことは、個別対応

にて指導を行ってきました。勉強後は感染対策もしっかりと行えるの

ですが、次第に忘れてしまう傾向にありましたので、日々の業務の中

でも指導を行い、ケアを身につけることができたと思います。

　手洗いや消毒につきましても、職員同士が声掛けを行い徹底するこ

とができました。

◇　課題項目と方策とその報告



第1回運営推進会議（書面） 第4回運営推進会議（書面）

誕生日会 誕生日会

誕生日会 消防避難訓練（夜間想定）

誕生日会

第2回運営推進会議（書面） 第5回運営推進会議（書面）

消防避難訓練（昼間想定） クリスマス会（ユニット内）

誕生日会 餅つき大会

七夕（ユニット内） 正月（ユニット内）

誕生日会 誕生日会

第3回運営推進会議（書面） 節分（ユニット内）

誕生日会 誕生日会

誕生日会 第6回運営推進会議（書面）

消防避難訓練（自然災害）

誕生日会

６月 １２月

◇　行事

４月 １０月

５月 １１月

外出等を行っていきたいと思います。

７月 １月

８月 ２月

９月 ３月

（報告）

　4年度も3年度に引き続き、コロナの影響により外出することができませんでした。施設内

の大きな行事もほぼ中止しましたが、各ユニットでのクリスマス会、節分、少人数でのもち

つき大会は行うことができました。

　各ユニットで食事作りを行い、気分転換を図るようにしてきました。5年度は、少人数での

度は、感染予防を行いながら、集合研修を行い知識・技術の向上を図っていきたいと思いま

【令和４年度総括】

　4年度は、3年度に引き続き体調を崩されるご利用者が増え、医療ニーズが高くなり退去に　

なる方が多かったです。年々、重度化が進んでおり、日々の観察の重要性を感じました。

少しでも長く安心して暮らしていけるよう日々の観察を行い、ケアに努めなければならない

と感じました。

　コロナウイルスが流行しはじめた当初は感染を防ぐことができていましたが、1ユニット

でクラスターが発生してしまいました。短期間で感染が広がり、感染症の怖さを実感させら

れました。改めて、感染対策の指導を行い、感染防止対策に力を入れてまいりました。これ

からも、感染に対する知識を向上させ、感染防止に努めていきたいと思います。

　介護の勉強会についても、集合研修ができず、書面研修のみになってしまいました。5年

す。

　4年度にはご利用者1名を看取らせていただきました。コロナ禍の為、面会もままならない

状況でしたので、ご家族に安心していただけるようこまめに連絡を取ったり、可能な限り面

会をしていただけるように努めました。超高齢化により、看取り介護も増えていくのではな

いかと思いますので、看取り介護についても知識を深め、ご利用者にとって安心できる適切

なケアを行っていきたいと思います。



（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

男性 9 9 9 8 7 7 7 6 6 6 7 7

女性 20 18 19 18 20 20 20 20 20 19 18 18

合計 29 27 28 26 27 27 27 26 26 25 25 25

目標数 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

請求件数 29 26 28 26 27 27 27 26 26 25 25 25

介護給付費
請求金額

7,786,257 7,645,765 7,755,595 7,657,551 7,883,243 7,883,985 7,695,081 7,361,832 7,784,086 7,409,940 6,663,501 7,483,249

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

要介護１ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

要介護２ 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 3 3

要介護３ 7 8 8 8 8 8 8 7 6 6 7 7

要介護４ 10 9 9 8 9 9 8 8 9 7 7 7

要介護５ 7 6 7 7 7 7 8 8 8 9 7 7

合計 29 28 29 27 28 28 28 27 27 26 26 26

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

小倉北区 4 4 4 4 4 4 4 4 4 5 5 5

小倉南区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

門司区 24 22 24 22 23 23 23 22 21 19 18 20

戸畑区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

若松区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

八幡東区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

八幡西区 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1

合計 29 26 28 26 27 27 27 26 26 25 24 26

（歳）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

男性 86.0 86.1 86.2 86.1 86.2 86.3 86.4 84.8 84.9 86.1 86.8 86.9

女性 91.2 90.9 91.3 91.6 91.6 91.7 91.8 91.8 91.2 91.1 90.9 91.0

男女平均 89.5 89.3 89.6 89.9 90.2 90.3 90.4 90.2 89.8 89.9 89.7 89.8

４．月別居住区表

５．月別平均年齢

令和４年度　社会福祉法人　恵康会

特別養護老人ホームひかりの丘　事業経過報告

１．月別入居者推移表

２．月別請求件数／介護給付費請求金額

３．月別要介護度別表



◇　附属明細書

R4年度　入退去状況

　退去　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入居

　R4.4.7　　要介護4　女性（医療ニーズ）　　　R4.4.9　　要介護3　男性（ＧＨ）

　R4.4.18　 要介護5　女性（医療ニーズ）　　　R4.4.18　 要介護3　女性（在宅）

　R4.6.2　　要介護4　男性（医療ニーズ）　　　R4.6.17　 要介護4　女性（病院）

　R4.6.15　 要介護5　女性（医療ニーズ）　　　R4.8.1　　要介護3　女性（ＧＨ）

　R4.7.11　 要介護3　男性（入院中逝去）　　　R4.8.19　 要介護5　女性（ＧＨ）

  R4.10.22　要介護4  男性（医療ニーズ）　　　R4.12.1　 要介護4　女性（ＳＳ）

  R4.11.4　 要介護3  女性（看取り）　　　　  R5.1.1　  要介護5　女性（ＳＳ）

  R4.12.7　 要介護4  男性（医療ニーズ）　　  R5.2.12　 要介護2　女性（在宅）

  R4.12.27　要介護5　女性（入院中逝去）　　　R5.2.20　 要介護3　男性（施設）

  R5.1.21　 要介護5　女性（入院中逝去）　　　

  R5.1.31   要介護4　女性（医療ニーズ）

　R5.3.14　 要介護5　女性（社福減免取り下げ)

　4年度は10名の退去と9名の入居がありました。退去理由として医療ニーズが一番多く

年々、重度化が進んでいると感じました。

　入居調整につきまして、申込者も少なくスムーズに行えず、空床時期が長期間に及ん

でいました。その中でも、ショートステイと連携を図ることができ3名の方がショート

ステイご利用の方でした。今後もショートステイと連携を図りながら入居調整を行って

いきたいと思います。



（１）事業所の種類

短期入所生活介護・予防短期入所生活介護

（２）事業所の目的

　ご利用者が住み慣れた地域での生活を継続することが出来るよう、ご家族・友人・地域住民

との交流や地域活動への参加を図りつつ、ご利用者の心身の状況、希望、置かれている環境を

踏まえ、ご利用者の尊厳を守るとともに、適切なサービスを提供することを目的とします。

（３）運営方針

　基本理念『一人一人の暮らしを思いやりの心で』

　運営方針≪個性を大事に、自分らしく暮らしていけるように支えます。≫

　≪近隣地域とのつながりを密接に保つとともに、地域に開かれた施設を目指します。≫

　≪口腔機能の維持、向上を図り、出来る限り健康に暮らせるようにサポートします。≫

を基にご利用者の尊厳ある生活を支えていきます。

（４）事業運営計画

・居宅介護支援事業所との連携を図り新規ご利用者の獲得に努めます。

・ご利用者が少しでも長く自宅で暮らせるよう、ご家族の負担も考え柔軟な受け入れを検討し

　ます。

・多職種とも連携を図り、医療、リハビリ等ご利用中にサポートができるよう居宅サービス計

　画書に沿ったサービスの提供を行います。

（５）利用定員

利用定員：１ユニット１０名

事業実施区域：門司区・小倉北区（但し離島は除く）・小倉南区

（６）サービスの内容

入浴・排泄・食事等の介護、機能訓練、相談及び援助、健康状態の確認、送迎、その他ご利用

時、必要と思われるサービスの提供をします。

令和４年度　社会福祉法人　恵康会

ショートステイひかりの丘　事業報告



課題項目 達成のための方策とその報告

①サービスの質の向上 （１）ご利用者が安心して利用ができるよう、ユニット内の雰囲気

　　　作りや言葉使い等、接遇面にも気を配る。

（２）ご本人、ご家族の意向を充分に汲み取り信頼関係を構築する。

（報告）

（１）日々、ご利用者が入れ替わる中、以前に比べ認知症状のある

　　　ご利用者の対応に工夫がみられるようになりました。

　　　今後も研修や職員間で話し合いの機会を設け、更なるステップ

　　　アップを目指していきたいと思います。

（２）ご本人、ご家族の意向は様々で対応に苦慮することもあります。

　　　介護保険制度と照らし合わせた適切な対応ができるよう心掛け

　　　が必要と感じました。

②多職種との連携 （１）看護師や、理学療法士等と連携し、自宅でも安心して過ごせる

　　　よう医療やリハビリ等にも力を入れる。

（報告）

（１）自宅で安心・安全に暮らせるよう日常生活動作に結び付く

　　　リハビリを実施して参りました。また、デイサービスや

　　　デイケアを利用されている方につきましては、ご本人や

　　　ご家族、ケアマネジャーより報告をいただきその内容に

　　　沿ったリハビリを行っています。今後もご本人に合った

　　　リハビリを看護師や理学療法士等と連携を取り行ってい

　　　きたいと考えています。

◇　課題項目と方策とその報告



・ハロウィンパーティー

・消防避難訓練 ・クリスマス会

・節分、豆まき

・敬老祝賀会 ・消防避難避難訓練

６月 １２月

◇　行事

４月 １０月

５月 １１月

７月 １月

８月 ２月

９月 ３月

　よう体制を整えていきたいと思います。

（報告）

　コロナ感染防止のため、思うような行事が行えませんでした。

　そのような中、ユニット内で僅かではありますが、必要最低限の行事を行っています。

　来年度は、おやつ作りやその他レクリエーションを増やし、ご利用者に喜んでいただける

　行事を増やしていきたいと考えております。

【令和４年度総括】

　介護職員不足やご利用者、職員のコロナ感染による対応に追われた１年となりました。

　看護職員や理学療法士等の応援、協力があり乗り越えることができました。

　また、ご利用者を受け入れるにあたり、ご家族を始めケアマネジャーや病院、施設内

　スタッフ等の連携が必要不可欠なことを実感しています。今後も連携がスムーズに行える



（％）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

稼働率 70.32 78.06 66.77 68.71 39.68 69.35 66.77 102.2 91.94 100.9 98.39 113.2

目標数 80 80 80 80 80 85 85 85 85 85 85 85

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

男性 12 9 11 10 5 12 13 12 12 11 13 11

女性 16 18 13 23 8 19 17 25 23 27 31 34

合計 28 27 24 33 13 31 30 37 35 38 44 45

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

請求件数 25 30 24 32 14 30 31 37 34 37 45 45

介護給付費
請求金額

1,623,739 2,601,498 2,195,004 2,315,363 1,125,966 2,161,265 2,584,689 3,007,976 2,435,241 2,967,494 2,846,736 3,200,866

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 4 5 4 9 1 8 4 6 7 5 9 7

要介護２ 7 8 8 7 1 7 8 8 7 16 14 14

要介護３ 7 6 5 8 3 6 8 12 10 10 13 15

要介護４ 10 8 7 9 8 9 8 10 8 6 7 8

要介護５ 0 0 0 0 0 1 2 1 3 1 1 1

合計 28 27 24 33 13 31 30 37 35 38 44 45

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

小倉北区 1 3 2 1 0 3 2 1 2 3 6 6

小倉南区 4 3 1 1 2 2 2 2 3 3 2 3

門司区 23 21 21 31 11 26 26 34 30 32 36 36

合計 28 27 24 33 13 31 30 37 35 38 44 45

（歳）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

男性 82.00 79.78 80.90 80.40 82.20 81.42 79.23 83.33 81.92 82.18 80.61 80.18

女性 88.87 89.22 87.92 88.91 86.50 87.42 87.65 87.60 87.35 89.22 89.06 87.59

男女平均 85.93 86.07 84.71 86.33 84.85 85.10 84.00 86.22 85.49 87.18 86.57 85.78

４．月別要介護度別表

５．月別居住区表

６．月別平均年齢

令和４年度　社会福祉法人　恵康会

ショートステイひかりの丘　事業経過報告

１．月別稼働率

２．月別登録者推移表

３．月別請求件数／介護給付費請求金額



◇　附属明細書

　門司区：327件　小倉北区：30件　小倉南区：28件　　　合計：385件

＜新規ご依頼者依頼数＞

　4月：5件　 5月：2件　 6月：9件　 7月：9件　 8月：3件　 9月：5件

 10月：11件　11月：6件　12月：6件　 1月：7件　 2月：6件　 3月：4件　合計：73件

　コロナ禍により感染対策を行っておりましたが、８月に１名のご利用者より感染が

　確認され８月は、ショートステイの受け入れを中止しました。

　家庭の事情等により４名の方がそのままショートステイをご利用されましたが、

　その内３名のご利用者、職員も数名感染し対応に大変苦労致しました。

　９月より受け入れを再開し、１１月から受け入れ件数が増加し特別養護老人ホームの

　空床を使用し、稼働率を伸ばしています。

　居宅介護支援事業所と連携を取り毎月新規ご利用者の依頼を受けることができました。

　ご利用者、ご家族からの依頼は元より居宅介護支援事業所のケアマネジャー同士の

　評判からも新規依頼につながることを特に感じた1年でもありました。

　ショートステイは、ご本人、ご家族、ケアマネジャー等、外部との関わりが多くあり

　ます。そのため、ひかりの丘全体の評判に影響を与え兼ねません。

　そのため、常日頃の勤務体制を見直し、選ばれる施設を目指していこうと思います。



（１）事業所の種類

認知症対応型共同生活介護・予防認知症対応型共同生活介護

（２）事業所の目的

　要支援２、要介護者にあって認知症の状況にある者について共同生活住居において、家庭的

な環境の下で入浴、排泄、食事等の介護その他の日常生活上の世話及び機能訓練を行うことに

より、ご利用者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように支援する

ことを目的とします。

（３）運営方針

　基本理念『一人一人の暮らしを思いやりの心で』

　運営方針≪個性を大事に、自分らしく暮らしていけるように支えます。≫

　≪近隣地域とのつながりを密接に保つとともに、地域に開かれた施設を目指します。≫

　≪口腔機能の維持、向上を図り、出来る限り健康に暮らせるようにサポートします。≫

を基にご利用者の尊厳ある生活を支えていきます。

（４）事業運営計画

・ご利用者の高齢化に伴い、一人一人の状態を把握し、職員間や主治医との連携を図り、異常

　の早期発見に努めます。

・オンラインの環境を活用し、リモート面会やLINEのやり取りの中で、ご家族の希望や要望な

　どの意見を取り入れやすい環境を目指します。

・ご利用者が笑顔で楽しく生活できる場になるように努めます。

（５）利用定員

入居定員：２ユニット１８名

　かんもん　９名

　かざし　　９名

（６）サービスの内容

・ご利用者の生活

決められた日常の流れを作らず、自宅で生活しているような、自由でゆったりとした時間を過

ごしていただきます。日々の生活の中で一人ひとりの役割づくりを目指し、その役割が自信と

なって自立に結び付くような生活を支援します。

・ご家族との交流

毎月、ご利用者の日々の生活の様子を手紙にてお知らせします。また、ご家族に参加をいただ

く敬老会・クリスマス会等、交流の場を設けます。そして、ご家族との連絡は密に取り合い、

ご利用者の状態やケアプランについての話し合いの場を作ります。

・食事

栄養士の献立のもと、厨房より運ばれた食事を配膳します。また、ご利用者と職員が一緒に昼

食やおやつ作りを行います。

・レクリエーション

お天気やご利用者の希望にあわせて、レクリエーションを行います。

令和４年度　社会福祉法人　恵康会

グループホームひかりの丘　事業報告



課題項目 達成のための方策とその報告

①ご利用者の高齢化に （１）日々の状態を把握し「いつもと違う」ことに気が付けるように観察

　伴い、心身の状態を 　　　する。

　把握し、適切なケア （２）職員間や主治医、ご家族と情報を共有し、連携を図る。

　を行う。

（報告）

　スタッフが細かな状態変化に気づけず、いつも通りの介助を行ったとこ

ろ重大な事故につながる事例がありました。日々の心身の状態を細かく観

察し、「違うな」と少しでも感じたらスタッフ同士でケアの方法を話し合

い、現状に合った介助方法で支援を行って参りたいと思います。

また、主治医をはじめ多職種と連携を図り、ご家族へも細密に連絡をとり

安心して頂ける体制作りに努めたいと思います。

②ご家族とオンライン （１）リモート面会時に職員が間に入り、近況を伝える。

　の環境を活用し、気 （２）LINEを活用し写真などを提供し生活状況を伝える。

　軽に意見やご指摘を （３）ご家族が気軽に相談できる環境作り。

　頂きやすい雰囲気が

　作れるように努める。（報告）

　お誕生日などプレゼントをいただいた時や、行事の時の写真をLINEを活

用して提供する事で、ご家族に日常の様子をお届けする機会が増えていま

す。また、リモート面会の時に職員が会話に参加する事で、ご家族とも顔

を見ながら、会話できる環境になり、スムーズにコミュニケーションが図

れるようになってきました。今の関係性が継続できるように努めて参りた

いと思います。

③ユニット内でのレク （１）手作りの食事を提供し、旬の物や好物を召し上がることで、食の楽

　リエーションの充実 　　　しみを感じて頂く。

　を図る。 （２）ご利用者の特性を把握し、個性に合わせたレクリエーションを行う

　　　。

（３）敷地内のベランダを活用し、外気に触れる時間を作る。

（報告）

　今年度もコロナ対策の為、外出できませんでした。旅行雑誌やYouTube

で世界の景観の映像を見るなどして、気分転換を図って頂けるようにしま

した。クリスマス会は「ハワイに行った気分で！」をテーマに飾りつけや

衣装、料理を南国風に演出し、楽しんで頂きました。

◇　課題項目と方策とその報告



お誕生日会 お誕生日会

食事作り 食事作り・ハロウィン

運営推進会議（書面にて） 運営推進会議（書面にて）

お誕生日会 食事作り

食事作り

お誕生日会 お誕生日会

食事作り クリスマス会

避難訓練 運営推進会議（書面にて）

お誕生日会 お誕生日会

食事作り 食事作り

たなばた

お誕生日会 お誕生日会・豆まき

食事作り 食事作り

ユニット合同で夏祭り 運営推進会議（書面にて）

お誕生日会 お誕生日会

食事作り 食事作り

敬老会 避難訓練

６月 １２月

◇　行事

４月 １０月

５月 １１月

７月 １月

８月 ２月

９月 ３月

ています。1月にクラスターが発生し、認知症の方に対する感染防止対策の難しさや、重要性を感

（報告）

　毎月ユニットごとに、ご利用者のリクエストを伺い、食事作りを行っています。たこ焼きの時は

男性職員が張り切って焼いてくれるため、女性のご利用者から好評です。まだ、外出ができない状

態が続いている為、なるべく楽しんでいただける企画を考えています。コロナ禍ではありますが、

両ユニットで楽しめる行事を行うこともできました。日々のレクリエーションも少しずつですが、

行うことが出来ており、少しでも楽しんでいただける時間を作れていると思っております。

【令和４年度総括】

　今年度も、新型コロナウイルスの影響が残り、外出や面会での気分転換が出来ない日々が続きま

した。リモート面会も定着しており、活用していただくご家族も増えてきました。リモートでの会

話の中継に職員がかかわる事で、ご家族ともコミュニケーションを図る機会が作れたのではと思っ

じました。常に気を引き締めて、今後も予防に努めていかなければと思います。少しずつ規制が緩

和されてきていますので、これからの季節に合わせて、外出などの機会を設け、充実した生活が送

れるよう支援して参りたいと思います。



（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

男性 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

女性 17 17 17 17 17 17 17 17 17 16 15 16

合計 18 18 18 18 18 18 18 18 18 17 16 17

目標数 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

請求件数 17 19 18 17 18 19 18 18 18 17 17 18

介護給付費
請求金額

4,485,700 5,210,585 4,878,583 4,727,702 5,079,809 5,132,541 4,937,806 4,868,064 5,007,839 4,822,417 4,151,010 4,847,350

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 3 3 3 2 1 1 1 1 1 1 1 2

要介護２ 2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1 1

要介護３ 6 6 6 7 7 7 7 7 7 7 6 6

要介護４ 5 5 5 5 6 6 6 6 7 6 6 6

要介護５ 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

合計 18 18 18 18 18 18 18 18 18 17 16 17

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

小倉北区 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

小倉南区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

門司区 16 16 16 16 16 16 16 16 16 15 14 15

戸畑区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

若松区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

八幡東区 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

八幡西区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 18 18 18 18 18 18 18 18 18 17 16 17

（歳）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

男性 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 94.0 95.0 95.0

女性 90.4 90.5 90.7 90.7 90.8 90.9 91.0 91.0 91.0 91.0 90.9 90.9

男女平均 90.6 90.7 90.9 90.9 91.0 91.1 91.1 91.2 91.2 91.1 91.1 91.1

５．月別平均年齢

令和４年度　社会福祉法人　恵康会

グループホームひかりの丘　事業経過報告

１．月別入居者推移表

２．月別請求件数／介護給付費請求金額

３．月別要介護度別表

４．月別居住区表



◇　附属明細書

＊令和4年度入退居状況

　◆退居　　　　　　　　　　　　　□入居

　　・R4.12.15　女性　要介護4　　　⇒　R5.2.5　女性　要介護1　（在宅）

　　・R5.1.22　女性　要介護3　　　⇒　R5.3.28　女性　要介護3　（在宅）

　今年度は入退院を繰り返しておられた方が、医療ニーズが高まったため、療養型へ

転院となり退居されました。新型コロナウイルスにより1名の方がご逝去されました。

空床が出ると「みんなの介護」様よりご紹介を頂いたり、各事業所のケアマネジャー

からお問い合わせを頂く事が多くなってきました。今後も空床の期間を少なくするた

めに居宅介護支援事業所や医療連携室、地域包括に訪問して関係性を構築していきた

いと思います。



（１）事業所の種類

認知症対応型共同生活介護・予防認知症対応型共同生活介護

（２）事業所の目的

　要支援２、要介護者にあって認知症の状況にある者について共同生活住居において、家庭的

な環境の下で入浴、排泄、食事等の介護その他の日常生活上の世話及び機能訓練を行うことに

より、ご利用者がその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるように支援する

ことを目的とします。

（３）運営方針

　基本理念『一人一人の暮らしを思いやりの心で』

　運営方針≪個性を大事に、自分らしく暮らしていけるように支えます。≫

　≪近隣地域とのつながりを密接に保つとともに、地域に開かれた施設を目指します。≫

　≪口腔機能の維持、向上を図り、出来る限り健康に暮らせるようにサポートします。≫

を基にご利用者の尊厳ある生活を支えていきます。

（４）事業運営計画

・外出や行事が行えない状況の中で楽しく生活が送れるように支援します。

・感染症の勉強会を定期的に開催し感染予防に努めます。

・ご利用者の体調をよく観察し、早期発見早期対応が出来るように取り組みます。

（５）利用定員

入居定員：２ユニット１８名

　ひまわり　９名

　あやめ　　９名

（６）サービスの内容

・ご利用者の生活

自宅で生活しているような、自由でゆったりとした時間を楽しんでいただきます。一人ひとり

の役割を担って頂き、その役割が自信となって自立に結び付くような生活になるよう支援して

いきます。

・ご家族との交流

毎月、ご利用者の様子を手紙にてお知らせいたします。また、行事にも参加していただき、ふ

れあいの場を設けていきます。ご家族との連絡は密に取り合い、ご利用者の状態やケアプラン

についての話し合いの場を設けます。

・レクリエーション

散歩、カラオケ、小物作り、園芸など、ご利用者の趣味や希望に沿ったレクリエーションを行

います。ドライブや外食、お買物などの外出レクリエーションも定期的に行っていきます。

令和４年度　社会福祉法人　恵康会

グループホームひかりの道　事業報告



課題項目 達成のための方策とその報告

①ユニット内で楽しく生 （１）ご利用者一人一人の趣味や興味のあるものを把握し提供する。

　活が送れるようなレク （２）定期的に手作りの昼食レクリエーションを行い食事を楽しんでい

　リエーションを提供す 　　　ただく。

　る。 （３）ユニット会議を活用し、ユニット内で出来るレクリエーションを

　　　話し合い、工夫する。

（報告）

（１）個人個人に合わせパズルやカラオケやゲームなどレクリエーショ

　　　ンを個別化し行うことが出来た。

（２）昼食レクリエーションではたこ焼きパーティー、かき氷、パン

　　　ケーキなどを計画し、実施することができ、ご利用者が意欲的に

　　　参加されていた。

（３）ユニット会議や日頃の観察をもとにご家族にも協力して頂きポー

　　　タブルDVDやタブレットでのYouTube観賞など集団レクリエーショ

　　　ンが苦手な方にも個々にご本人が望まれる時間の使い方を工夫し

　　　提供することができた。

②感染対策の強化に努め （１）定期的に感染症の勉強会を開催し、職員全員のスキルアップを図

　る。 　　　る。

（２）検温、うがい、手洗い、マスク、グローブの着用。

（３）職員が相談しやすい環境作りを行い情報交換を活用する。

（報告）

（１）年２回の感染症の研修を行いコロナだけでなく幅広く感染症の勉

　　　強会を行うことができた。

（２）今年度はスタッフ３名がコロナに感染したが、感染防止対策を徹

　　　底していたこともありご利用者には感染者が出なかった。今後も

　　　継続していきたい。

（３）体調不良者から早めに相談を受け、勤務の調整など迅速に対応し

　　　無症状であっても週１回のコロナ検査、ご利用者の体調変化をこ

　　　まめに職員間で情報を共有し頻繁に検査を実施できた。

◇　課題項目と方策とその報告



手作り昼食レク １０月 たこ焼き作り

４月 ユニット室内花見 お誕生会

お誕生会 手作り昼食レク

手作り昼食レク １１月 パンケーキつくり

第1回運営推進会議（書面） 第4回運営推進会議（書面）

お誕生会 お誕生会

手作り昼食レク １２月 手作り昼食レク

お誕生会 ユニット内クリスマス会

消防避難訓練（災害）

手作り昼食レク １月 手作り昼食レク

七夕 お誕生会

第２回運営推進会議（書面） 第5回運営推進会議（書面）

消防避難訓練（昼想定） 消防避難訓練（夜間を想定）

かき氷作り ２月 手作り昼食レク

キャップ投げ大会 ユニット内節分豆まき

手作り昼食レク お誕生会

敬老会 ３月 手作り昼食レク

第3回運営推進会議（書面） お誕生日会

お誕生会 第6回運営推進会議（書面）

（報告）

　今年も合同でのレクリエーションは実施できませんでしたが、各ユニットで食事レクリエーショ

ンなど充実したレクリエーションの提供ができました。

　運営推進会議は書面開催が続いておりますが、ご家族に関しては書面ではない時に比べ、たくさ

んの方に参加していただける様になり、ご意見もたくさんいただけています。

【令和４年度総括】

　様々なシチュエーションに応じてレクリエーションをすることで、レクリエーションの幅が広が

り、職員が自発的に計画し、実施まで行い意欲的にご利用者に参加していただけました。

　コロナ禍により職員の感染に対する知識が定着してきました。

感染予防対策、感染の早期発見、体調変化の観察など今後も継続していきます。

９月

◇　行事

５月

６月

７月

８月



（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

男性 0 0 0 0 1 1 1 1 1 1 1 1

女性 17 17 16 18 17 17 17 17 17 17 17 17

合計 17 17 16 18 18 18 18 18 18 18 18 18

目標数 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18 18

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

請求件数 17 17 16 18 20 18 18 18 18 18 18 18

介護給付費
請求金額

4,448,829 4,273,932 4,153,832 4,534,999 4,908,403 4,764,917 5,021,982 4,877,484 4,941,208 5,064,189 4,536,548 4,600,012

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 5 4 5 5 5 4 4 3 2 2 2 2

要介護２ 2 2 1 1 2 2 2 3 3 3 3 3

要介護３ 5 5 4 5 5 6 6 5 5 5 5 5

要介護４ 4 4 4 5 4 4 4 5 6 6 6 6

要介護５ 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

合計 17 17 16 18 18 18 18 18 18 18 18 18

（人）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

小倉北区 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2

小倉南区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

門司区 15 15 14 16 16 16 16 16 16 16 16 16

戸畑区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

若松区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

八幡東区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

八幡西区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 17 17 16 18 18 18 18 18 18 18 18 18

（歳）

R4.4月 R4.5月 R4.6月 R4.7月 R4.8月 R4.9月 R4.10月 R4.11月 R4.12月 R5.1月 R5.2月 R5.3月

男性 0.0 0.0 0.0 0.0 77.0 77.0 77.0 78.0 78.0 78.0 78.0 78.0

女性 89.7 89.7 89.3 88.5 87.8 87.9 88.0 88.1 88.1 88.2 88.3 88.5

男女平均 89.7 89.7 89.3 88.5 87.2 87.3 87.3 87.5 87.6 87.7 87.7 88.0

５．月別平均年齢

令和４年度　社会福祉法人　恵康会

グループホームひかりの道　事業経過報告

１．月別入居者推移表

２．月別請求件数／介護給付費請求金額

３．月別要介護度別表

４．月別居住区表



◇　附属明細書

入居状況について今年度は急変での搬送や体調不良の為による退所、特別養護老人ホーム

への入所による退去などがありました。

退所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入所

R.4.2.15　要介護3（コロナにて死亡退所）→　R4.7.15　要介護3

R.4.5.15　要介護3（急変にて退所）→　R4.7.28　要介護3

R.4.8.1　要介護2（特養入居の為退所）→　R4.8.1　要介護1

R.4.8.14　要介護5（特養入居の為退所）→　R4.8.24　要介護3

R.5.3.9　要介護3（病状悪化にて退所）→　R5.4.29変更申請中ご入居予定

　今年度は空室1室より開始していますが、突発的な退去であり待機者が別の施設入居決

定などにより空室期間が長期になりました。その他はひかりの丘との連携により、空室期

間が無くスムーズに入退去を行えたこともあり、今後も事前に退去日がわかっている場合

は空室期間が長期にならないようスムーズな入所を心がけていきます。


